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要約:

家庭・出生機能に関する過去の時系列的資料を様々な分野(人口動態、家族、労働、保健、栄養、福祉、教育、生

活、絵済、国民の意識)から収集し、それらの年測量移や関連性を分析した。過去から現在まで比較的資料がそろっ

ている代表的な指標137項目を選び出し、相関分析、因子分析などを行った。

女性の平均初婚年齢と第一子出生時の母の平均年齢との相関係数は 0.985と極めて高く、結婚後第一子出生までの

平均期間は、戦後は1.6や-1.87年とほぼ同じであった。また最近、 l人っ子はかえって少なくなり、 2人または3人

きょうだいがやや増える傾向であった。したがって出生率低下のt婦十上、単純な理由は婚姻率の低下とそれに伴う生
殖年齢の女性の有配偶率の低下にあると考えられる。しかし、出生率低下に関しては様々な因子が関連していた。ま

ず女子の平均初婚年齢と第一子出生時の母の年齢の高齢化があげられる。これに関じては、現在非婚の女性が晩婚で

も、いずれ車故置すると仮定すれば、出生率はいずれ上昇すると予想される。出生率低下は、大人にとって生活が便利

で快適になる指標、また逆に、子どもにとっての生活には負担がかかっていると考えられる指標とも関連が強かっ

た。出生率低下は大人にとっては豊かさの反映であるかもしれないが、出生絹勧日を望むなら、大人の快適な生活と

子どもを産み育てる楽しさとを両立させる必療があるであろう。

見出し諮:家庭機能、出生率低下、年狗断妻、相関分析
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I 研究目的

家庭・出生機能に関する1945年-1990年までの我が固

における時系列的統計資料を収集し、それらの年開蹄

や関連性を分析する己とにより、家族形態・構造の動向

、出生の動向、子育て環境の動向、家族意識、出産・育

児意識の推移の特徴、今後の方向などに関して分析、検

討を加える.

H 研究の視点と方法

家庭・出生機能に関連する指標には色々あり、その各

々の指標に関して個別には様々な議論が今までにも行な

われている。しかし、それらを総体的かつ年次を追って

分析した研究は少ない。従って、家庭・出生機能に関連

する指標を、人口動態、家族、労働、保健、栄養、福

祉、教育、生活、経済、国民の意識の分野に便宜的に分

けて考え、その中で過去から現在まで比較的資料が補っ

ている代表的な指標 137項目を選び出した。それらを先

ず時系列的に検討し、そしてそれらに関して相関分析、

因子分析などを符なった. 統計の解析にあたっては、

統計局戦庁シリース:N012マルチ統計(社会情報サービス)

を用いた2. また、全年次にわたって調査統計がない項

目に関しては、スプライン関数:N..-BAS 1 C対応
(東京電気大学出版局)による補完を行なった2.

m 1945年-1990年間の全体的な家族及び出生に
関連する統計解析

調査項目と引用資料、及び調査年次の期間とその聞の

推移の模式図は、図表1の通りである.

人口統計に関しては10項目を選んだ。とれらの項目

は、比較的単調な年次推移を示すものが多川国民人口

や平均寿命は徐々に増加し、出生率や死亡率は徐々に低

下している。

家族は24項目である。高齢者の割合は年々増加、逆に

未成年者の割合は年々減少している。平均初婚年齢や第

l子出生時の母の平均年齢は徐々に高齢化、食糧費の消

費支出に占める割合は低下している。しかし、核家族の

割合、子どもありの離婚の割合などは、 1983年頃をピー

クに、それまでの増加が減，P噸向に転じるなど、比較的
多くの項目では、その年代の社会経済状況などにより、

いろいろな変化を示している.

労働は14'項目である.女子の労働力率(各年代の女子

の労働力人口を周年代女子の総人口で削って 100倍した

値)は、 1975年までは低下傾向にあり、その後増加傾向

を示している.逆に車静置妊娠出産による退職者数は1973

年をピークに減少傾向にある。産業肌就業者数では、 1

次産業は低下、 2次・ 3次産業は増加している。

保健・栄養は18項目である。戦後栄養の改善に伴い子

どもの体格は大きくなってきたが、出生体重に関しては

1976年以後やや減少気味である。本務養議教員、施設分

娩の割合の他、 20歳未満の人工妊娠中絶率、鴫息なども

最近増加している。

福祉は 9項目である.一般生活レベルの向上のためか

生活保護率は低下し、また里親の率、養子縁組受付件数

などは低下してきている。就労婦人の朝日と保育所の整

備などに伴い、保育所入所児童数や0歳児の割合は増加

傾間にあったが、最近は頭打ちになっている。

教育は17項目である.就厨E容や進学率はおおむね増加

傾向にあるが、学校ぎらいの児童の割合も1970年代以後

増加している.短大・大学卒の女子の就職率は、年毎の

景気により増減しながらも最近は上昇傾向にある。養護

学校生徒数は著明に増加しているが、各種学校生徒数は

1968年をピークに減少している。

生活は21項目である。戦後の経済発展を反映して、乗

用車保有台数、日本人出国者数、電話加入者数、!t-ーム

エアコン保有状況、酒類生産量、コンビュータ一生産

高、生命保険会社契約高などは著明な増加を示してい

る。そして、 3大都市圏の緑の割合、睡眠時間、過疎地

域の人口などは枇』精肉にある。

経済は 4項目である.一人あたり国民所得は毎年常に

増加しているが、他の項目は毎年の種々の状況により増

減しながら、最近は上昇傾向にある。

意識調査(国民性の研究、現代の膏'j;匂)は20項目で

ある。多少の変化はあっても大きくは変わっていない意

識調査項目が多いが、 「自分の趣味にあったくらし方を

したい」、 『一番大切なものは家族であるJ、 「女性が
生まれ変わったらまた女性になりたいJなどの回答者の
割合は、最近30年聞に約2倍になっている。逆に「他人
の子どもを養子にしてつがせるJ、 「家庭についての悩

みや心配があるJなどの回答は半分以下に減少してい

る。

以上の項目の中には毎年調査されているものも多い

が、中には5年毎に調査されている項目があったり、一

部の年次のみで調査されている項目がある。その場合の

欠祖IJ値に関しては、スプライン関数による補完を行い2、

欠摘IJ年次の値とした。スプライン関数に関じでは、 5年

毎の資料は、データを全て入力して5次関数で処理し、
一部のみの欠摘Ij値は、前後の5つのデータから3次関数
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で処理した。

IV 婚姻をめぐる解析

結婚後、子どもが一人もできない家肢の割合は約10%

で、との富IJ合は今も昔もほぼ同じであろうといわれてい

る。また、 「女性の平均初婚年齢」と「第1子出生時の

母の平均年齢Jとの相関係数は0.985と極めて高く、結

婚後第l子出生までの平均期間は、 1955年以後の諦査範

囲では1. 66年~1. 87，年間を前後しており、ほぼ同じと考

えられる。従って、結婚した場合、その後の第1子出生

までの期間は最近30年以上ほとんど変わっていない。

第l子出生割合と第2子出生割合との差は、 1960年代

の10%前後から、最近では数%とかえって少なくなって

おり、第3子出生割合は1966年以後上昇傾向にある。
従って婚姻段、最近は1人っ子はかえって少なくなり、

2人または3人きょうだいがやや増える傾向にある。

以上の事実にもかかわらず出生率や合計特殊出生率が

1973年以後枇畑向にある最大の統計上の理由は、婚姻

率の低下とそれに伴う生殖年齢の女性の有配偶率の低下

にあると考えられる。そとで婚姻率や有配偶率カ可也のど

の項目とどの程度関連があるか調べるため、調査した範

囲の年次推移に関して相関係数を計算した。人口1000対

婚姻率と他の項目との相関を表 1 に、 20~34歳女性の有

配偶率と他の項目との相闘を表2に示す.

婚姻率は1947年以後、有配偶率は1950年以後毎年調査

されているので、それらの年次以後に調査された他の項

目との相関をみた.従って長い期間の項目では44年間、

短かい項目では21年間にわたる相関である。結果を考え

る際、大きな問題点として、前者の場合は現在とは全く

異なる大戦後の社会情勢の中での統計が含まれる点、後

者の場合は調査した年次数が少ない点があげられる。ま

た共通した問題己主としては、たとえ相闘が高くても直接

的な関係というより、他の社創育勢との関連の中で見か

け上、相関が高くなったり、逆に低くなったりする可能

性も多い点である。従って人口1000対出生率と婚姻率、

有配偶率との相関係数は0.73、0.65であり、他の項目に

比べて必ずしも高い値とはいえない。

(1)婚姻率との関連

表1より婚姻率との相関舟清い項目として目立つもの

は、国民の意識調査の項目である。 1963年以後5年毎に

行われている国民性の調査に関して、大切なととは「親

孝行をするととであるJと回答した割合は最近増加し、
逆に「個人の権利を尊重することである」は減少してい

る。また1970年以後5年毎に行われている現代の青少年

に関する調査として、 「家庭についての悩みや£裂があ

るJは減少し、 「今の生活に満足しているJは増加して
いる.これらの4項目は婚姻率との相関係数が0.93~0.

97と極めて相関が高く、婚姻率の最近の低下に大きく寄

与していると考えられる。

以上のことから結婚前の現在の青少年男女は、現在の

家庭生活または個人の生活にある程度満足し、余り心配

や悩みは多くなく、そのことに対して親に感謝している

ので、個人の権利を尊重するより親者予が大切であると

考える傾向が強くなっていると推測される。それならば

車故置して未知の結婚生活に入るよりも、高故置しない現在

の生活を楽しみながら少しは親孝行したいと考える傾向

が強くなるのは当然であるう。近年の母親と子どもとの

長期にわたる関係の強さにも関心が向けられているが、

己の点との関連性も示唆される。

現在の生活や文化の豊かさの指標として、 1966年以後

毎年調査されている「ルームエアコン保有状況J、1964
年以後の「観光を目的とした日本人出国者数」、 1950以

後の「生命保険会社契約高J、1952年以後の「住宅周一
般電話加入者数J、または1955年以綾3~5 年毎に調査
されている「図書館の帯出者数Jは、婚姻率との相関係
数が各々-0.95，-0.86 、-0.84、-0.81、-0.89

と、逆相関の関係が比較的強かった.青少哩を含む一般

の大人たちの生活が豊かになると、結婚して子どもをつ

くるより、自分自身の今の生活を豊かに充実させたいと

考えるようになるのであろう。

その他、婚姻率との相関係数が0.90以上ある項目とし

ては以下のものがあった。 1969年以後毎年調査されてい

る「女子入職者に占めるパートタイム労働者の割合Jと
の相関係数は-0.96であり、女子が気楽に仕事につける

己とと婚姻率の低下との相関を示している。 1962年以後

の「児劃夫養手当郵措総数」との相関係数は-0.97で

あり、婚姻率と逆相関の強い有配偶離婚、有子離婚に対

する行政上の施策のあらわれであろう。

「核家族世帯の宮IJ合jと「核家族の割合Jとでは相関
係数に著しし、棺遣がみられた。そもそも核家族化とは何

を意味するのか、→量的に言われているように核家族化

が進行しているのか、等々の疑問があり、今後十分に検

討が必要であると考えられる.

高学震化を示す指標としての高校進学率の増加は男女

とも、 「未成年者の割合j の減少との相関係数は0.98~

0.99と極めて高かったが、 「婚姻率Jの低下との相関係
数は0.41--'0.45と余り高くなかった。大学進学率も同様

であった。高学歴化は婚姻率の低下に強くは車託Fついて
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いないと考えられる。

(2)20 -34歳男女の有配偶率との関連
20-34歳の有配偶率が男女間で、相関係数0.96と高い

のは当然であろう。しかし、これらは表2の通り、 1966

年以後毎年調査され劇丘は急増している「中学校におけ

る学校ぎらいの割合」と「男性の有配偶率Jは相関係数

-0.98、 「女性の有配偶率Jは-0.96と極めて相闘が高

かった.また1967年以後の調査で著増している「端息の
ある中学生の率Jは前者一0.91、後者一0.87と関連が強
かった。 ζれら登校拒否や院患は共に，N里的要素の強い
問題行動や疾病である.

また1958年以後調査されている『コンビュータ一生産
高Jは、男女とも有配偶率と相関係数は-0.94と高く、
便利さと共に人間股が失われる傾向と有配偶率低下との

関連が示唆される。以上の己とは、前述したような表面

的な生活の豊かさとは逆に、学校や家庭・社会における

人間関係は必ずしも円満でない中学生の増加と有配偶率

の低下とが結び付いていると考えられる。配偶者を得て

結婚生活を送るよりも、一人で気楽に生活していた方が

良いと考える傾向のあらわれではないか。現在4%程度
といわれる生涯未婚女性の割合が将来どうなるのか、関

心が向けられよう.

V 出生をめぐる解析

人口1000人対出生率は、 20-34歳女性1000人対出生率
と相関係数0.995、合計特殊出生率0.96、人口増加率O.

96と極めて相関が高かったので、以下の出生をめぐる解
析では、人口1000対出生率を代表的項目と考え分析し

た。との出生率と他の項目との相関を表3に示す。
人口統計は前述のように比較的単調な年次推移を示す

ものが多いためか、出生率と相闘が高い項目が多かっ

た。出生率との相関係数は、平均寿命(男女とも)-0. 
91、乳児死亡率0.87、国民人口-0.84などである。医学
的、生態学的にみた場合、人口増加に対して自然抑制の

メカニズムが働いているととを示唆させる。

1947年以後毎年調査されている平均初婚年齢と出生率
との相関も高く、出生率と「女性の平均初婚年齢Jとの

相関係数は-0.93、 「男性」は-0.90であり、出生率と

「第1子出生時の母の平均年齢Jとの相関係数は-0.92

であった。晩婚化に伴い女性が子どもを産む年齢は少し

ずつ高齢化し、そのために出生率が低下する傾向にある

ととがわかる.ただし高齢化といっても43年間に平均値

として2-3年高齢化しているのみであり、その聞に平

均寿命が20-30歳も伸びたことに比べれば少ない。また
前述のように1960年代以後、車殻量後は子どもをより多く
産む傾向はあるので、晩婚化のみであれば、それに伴う

出生率減少は一時的な影響にとどまると予想される。

婚姻率と同様に出生率も、生活の豊かさの指標となる

項目と棺闘が高く、出生率との相関係数は、 「今の生活

に満足しているJ-0.96、 rJレームエアコン保有状況」
-0.93、 「図書館の帯出者数J-0.89、 「観光を目的と

した日本人出国者数J-0.86、 「住宅用→空電話加入者
数J-0.85、 「雑誌の出版点数J-0.84などであった。
「女子入識者に占めるパートタイム労陣熔の割合」と

の相関係数ー0.985、 「児童扶養手当裁措総数J-0. 
93、 「育成医療給付決定件数総数J-0.92なども(1)で
述べたように、女子がパートタイム等で労働しやすくな

ったことと出生率低下との関連、また出生率の低下によ

り母子家庭や障害児を少しでも援助しようとした行政施

策との関連が示唆される。

出生率と「食糧費の消費支出に占める割合」との相関

係数は0.91、 「教育費の消費支出に占める割合」は-0.
89であった。エンゲル係数としての食糧費の割合の減少
は、所得の増加を示しており、教育費の富1)合の増加は受

験競争の加熱を示しており、共に出生率の減少に関連し

ている.

1970年以後5年毎に調査されている「父親として望ま

しいのは家庭生活Jと、出生率との相関係数は-0.97と
極めて高かった。女性にとって出産育児にかかわる負担

を少しでも減らすためには、車訪置しない道を選ぶか、結

婚するなら育児を父親にも手{云ってもらおうとする気持

が強まっていると考えられる。

VI 家庭・出生機能に関する因子分析

婚姻や出生など濠庭織能に関する代表的な24項目を選
ぴ、 1962-1988年の27年間の年次推移に関して因子分祈

を行った.パリマックス回転後の因子負荷量が0.40以上
のものに関して第3因子まで表4に示す.比較的長期に

わたる年次推移が調査されている項目でないと因子分析

の結果の信頼性が問題になる.しかし第2次大戦直後の

結果を同時に因子分析するととも問題が多いので、この

期間を選んだ。この結果は1970-1988年の19年間での28
項目に関する因子分析結果とほぼ悶様の結果であった。

第 1因子(寄与率68.4%)は人口構成特性と考えら

れ、比較的単調な年次推移を示す項目がまとめられてい

る.ζの因子からは、高齢者人口の増加と来成年寄の書1)

合の減少が女子の大学進学率を高め、女子雇用者に占め
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る有配偶率を高め、結果として子どもありの離婚の割合

が増えたり、国民性として家族を一番大切なものと考え

る傾向が強くなっており、これらと婚姻率の低下との関

連性が示唆される.

第2因子(寄与率19.2%)は女子労働力特性と考えら

れ、減少が増加に転じたり、増加が減少する傾向に変化

する項目がまとめられている.女子の労働力率の増加が

20~34歳男女の有配偶率を低め、 35歳以上の高齢出産を

増加させ、逆に子どもを一番大切なものとして考える傾

向が強くなっていることを示唆させる。

第3因子(寄与率5.5%)以下では因子負荷量が大き
い項目はなく、余り特徴的な因子は見出されなかった。

出生率は、 ιL上の因子の中で第 l因子とも第2因子と
も関連しながら、必ずしも因子負荷量は多くなし特徴

的な項目とはいえなかった。出生率は様々な要因から影

響を受けて変化するためと考えられる。

VlI 第1年度の車読書

家庭・出生機能に関する過去の時系列的資料を様々な

分野(人口動態、家族、労働、保健、栄養、福祉、教

育、生活、経済、国民の意識)から収集し、それらの年

次推移や関連性を分析するととにより、家族形態・構造

の動向、出生の動向、子育て環境の動向、家族意識・子

育て意識の推移の特徴、動向、今後の方向などに関して

分析、検討を行った。 女性の平均初婚年齢と第l子出

生時の母の平均年齢との相関係数は日.985と極めて高

く、結婚後第 1 子出生までの平均期間は、戦後は1. 66~

1.87年とほぼ同じである。従って結婚した場合は、その

後の第1子出生は最近30年以上ほとんど変わっていない
と考えられる.第1子出生割合と第2子出生割合との差

は、 1960年代の10%前後から最近では数%とかえって少

なくなっており、第3子出生割合は、 1966年以後上昇傾

向にある。とのことは最近、 1人っ子はかえって少なく

なり、 2人または3人きょうだいがやや増える傾向にあ

るζとを示している。従って出生率低下の1婦十上、単純
な理由は婚姻率の低下とそれに伴う生殖年齢の女性の有

配偶率の低下にあると考えられる。

しかし、出生率低下に関しては様々な因子が関連する

ことは表3、表4より明らかである。出生率低下と相関

係数0.9OVJ.上の関連のある項目をみると、まず女子の平

均初婚年齢と第l子出生時の母の年齢の高齢化があげら

れる.これに関しては、現在未婚の女性が晩婚でも、い

ずれ事前置すると仮定すれば、生殖年齢における出産適齢

期の考え方の帽により、出生率はいずれ上昇すると予想

される。また平均寿命の長さとも強V相関がみられた。

とれも人口の急d習をおさえる意味では、現段階での出生
率低下はやむをえないと考えられる。

出生率低下は、消費支出に占める食料費の割合の減

少、海外旅行者数、電話加入者数、ルームエアコン保有

台数の増加など、大人にとって生活が快適になる指標と

の関連も強かった。このことは大人個以個人の幸福の追

求の意味ではよいことかもしれない。しかし逆に、教育

費の割合、学校ぎらいや瑞息の中学生の増加など、子ど

もにとっての生活には負担がかかっていると考えられる

指標とも関連が強かった。己のととは、子ども自身の生

活を見直し、もっと自由にのびのび遊べる環境を大人が

作っていくことが、出生士、持者とも結びつくととを示して

いるように考えられる。従って社会全体を考えれば、出

生率低下は大人にとっては豊かさの反映であるかもしれ

ないが、今後、出生率増加を望むなら、大人の快適な生

活と子どもを生み育てる楽しさとが両立するような家庭

生活と子ども¢生活を考える必要があるであろう。

今後の研究課題として、統計的に年測量移を正確に分

析することは難しいが、生涯未婚女性の割合、また車吉婚

後も子どもができない家庭の割合などの検討が必要であ

ろう。コホー卜的手法を含め、さらに研究をすすめてい

きたい。

本研究は、平成3年度厚生科学研究費による家庭・出

生問題総合調査研究「家庭機能に関する研究:家庭養育

機能及び家庭に対する社会的・公的支援に関する研究J

の一環として行なったものである。
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表1 人口1000対婚姻lilと他の項目との担問(担問保融0.50以上}

0.9争v O.9cr-- 0.8号、， 0.8砂、， 0.7シー、， O.7cr-- 0.6号、， 0.6φ~ 0.5号、， 0.5かv

人口 一人口

人口増粧陣

ー高厳軍人口

野命 ー平均寿命男

ー平時寿命女

婚姻 区里町吉甜歳書留蝿臨盟 臨沼沼B苦翻歳省配偶率]:~

ー初婚年齢・男

ー初婚年齢女

出生 人口1000対出生:lil 2.匂剖輯女性出生串 合計特殊出生.lil
ー第1子出生年齢

ー人工語娠中絶串ト剖歳

自然流産率

家庭 ー核家躍の.~出 実質淑入増力闘

生活 食料費支出割合 ー較育費支出割合

草庭揖人腿師寺問

lcr--15揖兜飽腕日間

軍族 ー家掛4扶切 家を養子で躍が品

意識 -11'明寺 ー思返しは大切 者桂の親を喪う

車庭の悩み制

-:1器腿草庭量相暗u、 ー母欄ru週取回出、

離婚 ー有配偶人口千対郷働率 ー離婚率

ー有宣明人口千失敗脅飴量窃

ー有刊髄 ー婆会児親権支録音

ー児車扶養手当難者

就肯 高世卒女子就酷率 ー短大卒女子就織率

ー有配閣次子盟用者 結婚出肱品迫聴者

同女子"/HNA"捌刷合

ー完全失業串 結肯働時間

-40揖代女子骨働力 ー三民産量就聾者 一次産業就聾者

ー性別賞傘桔与格差

究亡寧 妊麓焼死亡事

自鰐E産率 乳児死亡寧

尭宵 -12歳男子身長

保障 餐車教員協も申学校 ー餐誼教員約も中学校

-.説型崎必中学生 ー唱思ぬ品小学生

朱出置岱嚇，同生 来処置歯嚇中学生

育成医盟結付

栄養 制抑初←棋結量

世絵鉢E自給率
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福祉l 生活樺疲率

-ll:!l民由競日臣家割目談

保育

ー0揖児保育所入所

鞍育
|ー大学齢埠ー女 ー大学漣学串・男

ー大学入学置桔検定

ー養護学校生器

書掴持笥怒主提

行動 ー学校時明割合中学

品彊 ー家出少年 |ー非行少年

文化 ー密響帯出者 ー輯露出回i~里

生活 過陣地成人口 人口 ー都市居住人口

3大都市圏絡の111合

- 1r-lJ.7JJ保有 ー電ま割aλ者 1-乗用車保有
ー臨光目的出国書

ー生命保険路幅

コ児，-ク生産高

生活意接I個人の権手l陣盟 しきたり・提拙い

ー日本んの馬百動勉

ー生拍車9男→男 ー生拍車り女-女

ー生活仁満里(育長埠)

ー盟主奇政党札

経詰|
自国貯腕

ー消費者物倒旨融

柱。項目の聞に一方句守されているものは‘負の相関を示す.

人口1000対婚掴率との掴間カ'0印に摘たない頭目で主なもの

く人口> <出生〉 く寵庭生活〉 〈青蝿〉 〈就労〉 〈生活〉 〈経済〉

朝時者人口 35歳以上の母からの出生 平均世帯λ且 母子世帯の富拍 大学卒女子就臨率 住宅昔工数 祖覗負担率

人工妊娠キ噌(30-制緩) 筏家族世併の割合 20桂台女子労働力 持ち家の自l抽 外貨揮倒高

揮3子出生数 教喪娯楽費支出閣l合 30能台女子労働力 く童話意識〉

開1子出生までの期間 揖曜医療費支出割合 女子骨働力人口書合 自民党支持

婚扮挽間宮崎 〈家主主意識〉 二次産業就業者

軍を養子で越がせる
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表2 2か-3'世女性有配信揮と他の項目との抱日間 (lär~品数0.50以上)

0.9シー、， 0.90---- 0.8シv 0.8令、， 0.7らv O.7G- 0.6号、， 0.6砂、， 0.5シ》 0.50---

人口 人口t樹博事 ー人口

高齢者人口

婚姻 ~r~ 男 2旺~3証揖符配揖串 1 語哩謹謹1当

ー初婚年齢ー男

ー初揖年齢・女

出生 人口1叩0対出生串

20-34誰女性出生率

35線以上ゆ母品出生 ー第l子出生融合

白人工妊婦中絶率~叩揖 自然多E産自巨

軍生庭活 家ー根躍軍蝿掠人の幽割島合等間

10-15韓児自臨時間

lル吋5歳児盛眠時間

来成淳書を子畳付 ー教育費支出割合

家議 ー草草誠一番宍切

軍強 ー子どもカ仏守主大切

老龍舟親を聾う

-~滋慰霊陸軍視じ相同

離婚 ー有費出宮田率人口千対男
ー児j!句貴書手当畳結者

ー有配偶人口千対揖能事

就労 -20隷台女子労曲力 -30提台女乎労司自動力

-40措台女子労働力

ー女子'/HH!.. 貴闘富合

売会失車率

ー三次産集就業者

控育 ー唱息貼る小学生 来臨置由時ド同省

揮世 ー唱思嚇中学生

育成匡離島付

栄聾 米両ぬIIル←世話量

保育 -0歳児i宜慨庁入所

教脊 ー大学入学資格検定

ー費!l!学校生笹

各祖学校生桂

行動 学校正明W割合・中学 ー学校制W割合小学

P回世Z -3家出少年
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生活

生活

意識

経揖

-:li'&イ生産高

加藤他(1)家庭・出生機能I[関わる統計解肝

ー観光目的出国吉

過草地蝿人口

ーかlJ.7J';毘有

生命埠険契約高

ー外貨準備高

ー図密帯出音

ー桑田車保有

ー人繍世犯(体制)

ー生成満足(膏少年)

ー国民所得

一租税負担率

ーま侵出成事

ー電1酪日入者

ー酒類生産量

ー人間刷協

ー生拍車刀男『男

ー消費輯刻硝数

註:項目の前にーカ包付されているものは.負の相関を示す.

20-34揖女性有配偶率との相羽カ，$0.50に摘たない項目で主なもの

〈人口〉 〈揖姻〉 〈出生〉 〈草庭生活〉 〈較育〉 〈主活〉

来成洋人口 2か-34歳男有配偶率 合Z付帯集出生事 平均世帯人員 大学堪苧串ー女 住宅翁工数

35歳以上の母からの出生 核軍族世帯の剖合 持ち家の割合

〈寿命〉 く廃醐〉 第3平出生数 5処置収入糊岬 〈耽封〉

平均寿命男 人口1000対前婚率 第1子出生までの期間 食料開査の割合 高校卒女不就職率

平均要事命・女 有子離婚 人工妊娠牛曙(叩~制緩) 教聾・摂車賓の割合 短大卒女子就職率

母乎世帯の割合 大学卒女子就脚

〈草抜曹識〉 女子労働力人口割合 〈生活意識〉

2震を養子で継がせる 結婚・出産による退時 恩返しは大切

家庭ゆ悩み胡(青少年) 有配偶女子の割合 個人の檎刺岬盟

融説家庭監視比咽ル 総朔摘附 生論曜自"/;{-"/;{

改産費就聾者 自民党支持

ニ改産諜就提者 支持政党なし

性別賞金給与括韮 日本人の説田勤勉
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表3 人口1ω0対出生串と他の項目との間関(相関品数0.50，以上)

0.9号、， 0.9砂》 0.8争v 0.8砂》 0.75-、， 0.1か- 0.65- 0.6砂v 0.55-- 0.5砂、，

人口 人口附岬 ー人口

ー高齢者人口 未成年者人口

寿命 ー平均寿命・男

ー平均寿命・女

婚姻 揺姻串

ー初描年齢・女 ー板減年齢・男

男2(}--:剖臨有配担率 女2ト .34鵬首偶率

出生 C~2D認包括揖安住出生車工

~m省由務碑担当t.~n:~

-1Il1子出量年齢 35露量以上の母持出生

ー人J政磁中絶串 (-2噛 人工総E中韓串(田川紛
ー施設分娩はる出生

軍E庭t活
食料費支出割合 ー教育費支出割合 平ー鞍均聾世帯綴高人員費支出割合 ー盟理医療費支出割合 実質〉岨入潮時

ー核軍族の割合

家庭揚人態眠時間

1令、-15揖児腫iJ(時間

来成年餐子畳付

草族 【家旗S一番大切 家を喪乎で継がぜる

意識 親朝守

育'j;年相家路の悩占師

ー銭出家庭監視して"，t ー母親i家庭E掴して"t.<拘

臨描 -，街子脅録画

一喪主児網踏脅悩

母子世帯

児車按養手当琵桔者

就労 ー短大卒女子就臨率

-40綾台女子賞働力 -20帳台女平労働力

ー女平'J~-H{t.~ぢ削施羽合 ー有配冊女子商悶者

結世出産はる追識者

一完全失輩串

誼揖醐時閣

一次産量就業者

ー三次産業就業者 一二車産灘獄盟諸

ー世主同質金結与拍盤

死亡お 車U!JEc:率 妊産揖死亡皐

尭宵 -12晶男子身長

蝿畦 -12様宜子身長

ー唱曹の品中学生 ー唱恩掛る小平生
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人口1000:対出生怒と相聞か~O.50に満たない顎自で主なもの

〈出生> <家庭生活> <密訟fi>

第l平出生までの期間 按調主世帯の割合 覧鈴書率

第3子出生数 有配偶人口千対郷髄率

〈家族意識〉 宥配偶人口千対揖倒率

子どもカら4i!.大切 録子世帯の富合

老後の親を養う
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註項目の割にーが付されているものは、負の相関曜教を示す.

〈毅甥〉

高校牢女子の税理率

先学卒女干の欄率

女子労働力人口の割合

〈生活惣識〉

自民党謂寺

〈経揖〉

租税負担率
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S. 22-11. Z 

~ 
s位署長室吟gt綴綿貫ロ蜘統計』 S.22-1I.2 

¥当

i議機語訳Sキ語習持。線} S. 2s......n. 2 

¥、s 

ロ動態統計』

? 厚入、生合省大計符臣官総房出生統率計I~級ll1\ 1人口動悠統計a $.22-H.2 
¥、

8位主主館員福島高校自量産星野f 5.22-11.2 ~ 
9 人『霞平任務衛生御苑の亡主司な臣、るお統き計E』i O万対死亡お{総数} $.22......11.2 

¥、

10 位級官i~1nW話題量産品辞?} S.22......11. 2. 

¥ 
〈家臨〉

11 義務E252十24zRBY}(国勢調蕊} S226~5手11お2さ} ¥も

12lj話機i7212総辞島町(国側} S. 30-11. 2 
(5年おき} /0;  

13 
E必至E2線開側『図民生2印刷副 S39{~4111 12 ~ 

H 11厚民生目省前齢大者厄官数の防別統計合情{回報線部以『人上口人旬動/態統会人計口』} S. 25......11. 2 
ノ

私書費税制aftill約給自級品il}
5.25-11.2 
¥ 

図表 i表4.家庭・出生機能に関する因子骨析

因 子 第l 第2 第3

固有値 16.4 4.6 1.3 
寄与率向 68.4 19.2 5.5 
累積% 68.4 87.6 93.2 

人口1000対出生率 66 -.42 
20-34歳女性1000対出生串 56 -.53 
合計特殊出生率 56 
35歳以上の母からの出生割合 90 

核家族の割合 ー.93
高齢者数の割合 -.88 
未成年寄の割合 93 
婚姻串 85 
平吻初婚年齢(男) -.64 56 
平幼初婚年齢{女} -.80 
子どもありの離婚の割合 -.91 
20-34接男性の有配偶率 56 -.80 
20-34歳女性の有配偶率 -.90 
第3干出生数の制合 -.86 44 
盟l子出生までの平灼期間 49 ー.64
第l子出生時の母の平均年齢 -.78 .46 

20歳台女干の労働力率 94 
30歳台女干の労働力率 88 
40飯台女干の労働力率 -.58 77 
労働力人口に占める女子構成比 88 
女子雇用者に占める有配偶の割合 -.96 

大学進学串(女) -.96 
子どもが一番大切なもの 88 
家肢が一番大切なもの -.88 

-
-
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目。 制翠項目ー資料出所 調若年v< 年次推移
HO 綱葱項目提斜llifoli 制蕊年v< 年次 i院修

161 *" 母子世締の1刷会(D母子世帯数/轄世帯数} 5.28......11.2 

¥今 31 Eh存在zmgE出に占める割合 S. 22-11. 2 

¥、
厚生省大臣官腕統計情報郎e由民生活道磁阿草』

阻宜年報』

11 車、鱈姻串{人口千対踊姻件数} S. 22.......11. 2 

¥九 " 室、務罪蹄mzE臨2iifめる部合 S. 26-U. 2 

f→ 厚生省大箆官房統計情報邸『人口動態統計a

1. 家.平問初婚匁蹴[男} $.22-11.2 

" 家総、務教庁育統費計の局務『家費支計出調窓に年占め初るS制合 S.26......日.1
厚生省大臣官籾統計情報部『人口動悠統計a

/ヘノ ，r--J' 

l' 家‘平均初婚年齢(女} 5.22.......11.2 
34 11総Z務教庁統袋計局線楽『家I!の計m開s蓋a年支出級に』占める割合 S.26-:1.2 

r-" 
厚生省大鐘官房統計筒級官事『人口動思統計』 ，---" 

ω家、前絹1Il(男有配偶人口千対} S2Sls~年11.2 し/、 〈労働〉
厚生省大臣官房統計情報総 おき}

$. 34.......U.2 『人口動態統計符疎線告総婦に関する統計a
" 労総.詰庁2統0縁計台局女『子労の労働力寧 ~、働力側丑』

11 家.11婚1~ (女有配偶人口邸千対} S.2S.......U.2 
"-./、厚生省大臣官m統計情報 l'年おき』

お話務A4苦節ZBZ自ZT S. 34-11. 2 V人口動悠統計特線級告総崎に関する統計a

¥ノ
" 家‘ 雌婚串{人口統千計対情雌報婚部件『数人)口 S.22-1I.2 

~ 厚生省大臣官房 動態統計』

31 労総務庁4統0綴計局台女『子労の働労力働調力蕊部』 S. 34-H. 2 

~ " 家、子どもありの舷磁の割部合『人 S.22.......1I.1 
_.--/吋厚生省大臣官房統計情報 口動感統計a

"労、労働力人口に占める女子構成比 S.23......11‘2 
労働省鏑人局『燭人労働の実情， (労働力関蕊} ，...---...'1 

" 家 主省M'会臣児官の房綬俗を行郎う限g喝人の口割動合怒 S.25-1I. J 

ー/'厚生大 統計情報 統計a
" 労 結鍋妊娠出動産向による報辺告採』省の滋 5.40-11.2 

労働省'!iI1lI!)Õ)~蕊 /'叶
2~ I ~総R務庁男性統制(1局0~g制日緩窓z}zmの有l1i配許認備覧指， (図傍却益} S.25-1I.2 

l'年お宮l ー「、
"労‘女子眉用者に占める有配偶の間合 S.37-1I.2 
総務庁統計局f日本長i回統計総覧』 労帥"調査} ~ 

1G 家 女怯(20-34織}の有統配計t偶S率覧 $.25-11.2 
総務庁統計局f日本長則 ， (固鈴剖i!!) 5年おき} ~ 41 労ー労働力串のmlt S. 23-11. 2 

総務庁統計局『労働力調査』 r-----; 
11 京‘掠3子出生散の割合 S.25-1I.2 

¥...._.... 便事正省大臣官腕統計情緒郎 V人口動思統計a (26，21.23) 
"労‘完全央提串の推移 101川 S. 23-/1. 2 
0，労働力人口‘0，完全央提者 f、、f司

5.31)-11.1 総務庁統計局『労働力側五』
" 事!.:o 乎11>'"までの平~Irn口m動惣(年統1} 

f、-"厚生省大臣官房情報部『人 H (31-34.36.37) 
" 筒、 一か月の統(1総E主r労労12働崎信|の111平到11 S. 25-11. 2 

'"柑問 ET惚22htf割近} ，..--...___. 
"家‘郁子出世i時の母の平問年齢 S. 25-11. 2 (26.....Z9 

一一一一一E厚生省大臣官房統計情報11011人口動幅統計a 31-34.36-39) /ノ " 労‘窟業別紙窮者政{ーとに鹿諜} 5.26-11.2 

¥ 『労働統計12覧， I労働力関白}

"ま‘lJ!質実昭人対附年増加串 S. 30-11. 2 

山工'"総務庁統計崎町家計開査年報』
" 労、産禁別就援者政 Cii:府制提』 5.26-11.2 

/み『労働統計総覧， I労働力百}

'-"-一一一一一一

ロ-ー
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曲， 倒軍事回覧将出1ヲt 制蕊 ij，(A 年""陸移

61 文探郎鴎省息大の臣官あ腕るゆ統'計(t~企tの画2n43 f司会校保健統計開蕊a S.42"'1I.2 
J ノ、

" 停{乱車育省成大医臣限官給腕付統決計定11件I~数asiSrE社K会福祉行政当時務総告a S.29"'1I.2 /キ

" 民保、祢同水滋魔紛省誕u生S降産局量統計情報開 'q乳乳製品統計a
S.36"'1I.2 

/'--. 
" 展保特図水産良大i入臣官-房B調当玄り際、 『米食か絢ら筒の給エ茨ネaルギー供給量 5.30"':1.2 

------ヨ

65 Eh京銀EE韓首醐 5.35-11.2 

~ 
" 原保、生出省生大放臣官に腕占統め計る絡inlt失R分部娩fの人糾口合動態統計a 5.22......11.2 

~→ 

〈福祉〉

67 Btsg.盆生省活大保臣官路q腕p統計情報飾的土会ts祉行政袋務彼告』
5.21-"'11.2 

"---泊

“私書票総裁言語E器弘士会福他行政策榔削
5.37"'11.2. r 

" 厚ti生児省由大初臣官段所房統にお計続吋線る畳協付同S宣u会史、福祉行政義務線告』 5. 26......n. 2 
~ 

10 厚11.生児省量大t陸B宮館所腕統にお計i付n係る心部身F脇社箇会t得B践祉の行2政河策合務総岱』 5.2宮-11.2

/'"" 
11 11倍g、!t児省g大m館官m所腕統にお計情"緒る芸郎書館g個社践会の福制祉行合政3実務級告a S.29-11.2 

"--.，. 

12lj披露iiiiii務長談話ia削
s咽26-11.2

~ 

73 H属E高未級成事l年si替事の務錠総子筒42Vm司畳法統i1!'計守政年滞{純家愛事}銅a S. 24-...11. 2 
¥、

S.23-1I.2 
" 車生EE酪255告側H f 
7s 略悩生保省育大J可院入官腕所統児に計市怖古級節る屯f健社児会の福剖祉絶合縁捌託報告a $.26-11.2 ノ

目。 関蓋l)!包資将出fjj 問器等 IX 年次位移

46%読書rl~霊了間言語縫i S.26-11.2 
/月

"I~加算機JiiiliazFa
5.33-11.2 

/斗

.. 労労労‘U働A女者省子の『入割園職合周者助に占めるパ トタイム
5.H-II.2 

/月
向悶葦鰍告』

〈保証ι諜誕〉

" 保予、聖護1産2級EE男子耳身目長喜、子セ1地シチ図銀
5.23......11.3 

/" 

50 I ~謀議語韓併語録/'
S. 23"""11. 3 

/" 

51 保厚生男省子大平臣崎官出房主統主体計皿情、緒キ1¥1ロe人グ口ラ動ム態統計』 S.25~H.2612~7~42日1 
~ 31-34，3 

521~注喜Z22B郡高級品?12品態統計』 S2S~~3H Z36I2~7~422} 9 r、31-3(. 

53EJ鰭苦ZA謀議Tfb動態統計』 5.23-11.2 戸、
" 厚際IS、a生R人以省工上大妊2臣0阪繰官房中未絶舗統寧の計女情{子初綴級総郎来人V構ロ優千主}対保積統計a

S.30-1I.2 

)ノ

" 保3障0級生人以省大工上経4医0録a官a中来房絶端統E計女P子情(総3報O~人部a以口e千上援対4盆0銀保枝朱統桶計)a S. 30-11. 2 
¥唱

S6Em主要E52品主;iS2言語?車問本阻a
S. 29-11. 2 (43) ./今

S72m級官苦繍室長話昔話?塁臨本開削
S. 29-11. 2 (43) 

ノ
18 保文8部米省処大a臣g備官房の調あ蕊る小統学計生企の画事提『学校保健統計測量"

S.2G-II.2 

f"  

59 偲文郎未省処火留臨(官砲腕の統あ計る中企学画，nのr学拶校保健統制副校』 S.26-U.2 
/吋

ω 保文，~哨iI1息大の臣官あmる小統学計説企福の市島"学校保健統計制従a S.42-1I.2 

/ 

l

二日

I
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，. 制l1i!Jl0'!ミ純血所 調泣年次 年次縫 fi

91 
昔、HTE錨Z-J品E2ぷ論野以上} S4lSS~EF1お1.2き}

~ 

92 数N'H学K校世外輸学関習l1i、m限g外図活民包動括{時中学間生絢}遊8
5.45.......11. Z 
51，お君] /、}泊

" 生還.総到省底悶選n紬t保政有策台局数情報官盟sH陸運統計l!覧8
S.20-1I.2 

ノ
" 生死厚、亡生青者省年数大男臣官女房{統15-計2情4報}の自動車耶故による S. 22-11. 2 

報郎『人口動態統n，
f叶

" 生国土庁3大『図締市土図のの判商周慣にに関占すめるる年緑伏の線制告合』
S.40......1I.1(41-46 

48.49 ¥、、

%24寺252 5.26-11.2 
1十袈覧』 /"̂  

975務併設自主主主57人出国者数
S.39......1I.2 

f 
" 急n務電庁2統a加計局入者fZ日Z(本N長T悶T業統務計~足覧利I S. 21-11. 2 

/ 
"芸術室面会混言語鰐踊』

S.41-1I.2 

T 
100 生回、線酒斤傾V注統E計~m年報w， S.20.....1I.2 

/ 
101 

iEffFFTitiiT削

5.25-11.2 

/ 
102 生通、商コン省ピューター統生計産年高続 (!十l'I~量本体台以} S. 33-.....11. 2 

f Z霊祭 n~械 a 

103 
生経{、済公公Z企E2函苦E苦斤情情件『処経数理i制R援件蕊結放'"集(!服H告o!)

$.41-11.2 r司
S.35.....1I.2 104 

箆NI.睡K眠世時論間捌22{m10g 線図以民上生括1的5線I旧末制梢3E}S {':J~lr，お古} 、、う

一一一ー一一一.-一一
同5
生NIl組k眠也時li杭mlE{京郷総『銅図人RS}:括的fmlJ.1i!iJ

S.3;，-1I.2 
¥可(n~II' .t;~) 

，. 調査項目ー賀利出所 調査年次 年1!<1ll移

〈教育〉

76 数文、郎幼省fg『図:ii:紋面図玩司E区m宜， (学校8基本純益) S.23-1I.2(26) 

~ 
11 童館野鶏ZZZAf}{学校選歩調蕊] S.25-H.2 

r-" 

18翌秘書7ZZ縮喜47){学校酔糊} S. 25-11. 2 

f 
19 枚文、部大省学『進文学節統皐計(男裂)覧， (学校釜本開翠]

S.29-1I.2 

/→ 

80 文数、部大省学『進文学部事銃肝{女要覧]』 {学後蕗本別盃}
5.29-11.2 

/月

“お~'n~苦~~f号車必知盗) S.25-1I.2 

〆百

" 数文、邸企省大児S臣E官に房占凋ゆ牽る統『学計校企函ぎらnいr学Jの校割選本合限(小延学a校) S.41-1I.2 
..._." 

83 文敬、部全省大児濫医官に房占め鋼葺る統f学計校企画ぎ邸らい『字Jの校割a本合翻{中牽学』校} S. 41-11. 2 ーノ

" 数文、8都短番期t大文学部卒統議計者ll!の覧紙a際{学司区級(女笹本}調査}
S. 25-11. 2 

ノ

" 教文.郎大省学f卒文鎗部者統の計紙嬰破覧事8 {{学女}校a本開翠) 'S. 25-11. 2 
，、~、、3竜

“ 数文、総大省学『入文学郎省資t年S検組定8合術者滋 S.26-1I.2 ，.，J 

"苦節約Z話器E霊長f惜 5.24-11.2 

f 
ω Z文女郎各省f!字文伎IlstにKi1a1要う生覧徒8政(空宇校笹本別益}

S.23-1I.2 

/、

'" 教文.節図省嘗大館臣の官m稲絢田者蕊数統計{合企計画}思町L会教育銅il!，
S.30-62 

」ノ戸(3-5i1'おきl

90 枚N'U 自Ki世IJ'泊S山鈎l蕊{8105heg以図上民生]5~活朱時摘間側}窓a :i.45-1I.2 
(r.J5~おき】 r-、

--u 
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10時
生厚生首省都市人に口居問住図研'究る人所口Zの日総本人の口人に口(国占変め動勢の調る割綴牽合観}』

5.20-11.2 
，r-弓

〈統計政理研究所制控『国民性の研究J>

(5年おき}
11' 「しきたりに従うかJの『しおしとおせi S28{~S年臼おき} ¥、込

101 
虫図、土週庁地疎方地肢l/iの興周人口『過疎対策の現況. (図勢制盟主}

S. 3$......n. 2 

¥ 
119 f<らしかたJのf3、迎昧』 S28{~5年ωお /' (sq:.お者} を}

120 「 番大切なbの」のf2.平供J S28{~5写ωお -..._;> 
108 
生I!務庁t.統ち2計誌局の割r合住宅統計銅lU

S.23......日 を}
何年おき} ゾ'-."，

121 『 番大切なものJのf3.家旗J S.28......63 
'---'" S年おき}

109 生11祷生命保険『会社概契要約覧高』 {傘額J S. 2S......!I. I 

f 122 『金陪大切と執える』の'1.質成J S.2~品き}企画斤経 {経務統計牢線) ¥、当

123 『他人の子供を聾干にするか」の'1.つがせる』 5.28何~年"おき} ¥、→110 生 存行少年総捗人員の少年人口に対(対す千る割人合} 5.21......11.2 

訟務省法務総合研究所 V犯罪白奮a
rづ 12. 『穴切な坦tliJの， 1、組事行すること』 S38{~52E日おき} 〆→

111 思生、生子省大ど箆も官(房2統0飽計来情機緑}郎のf人自殺口者動放態統計』
S. 22.....n. 2 
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